
船
首
に
は
、
龍
や
獅
子
、
麒き
り
ん麟

を

彫
り
、
屋
形
の
欄ら
ん
ま間

な
ど
に
は
、

浮
彫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
の
他
、
市
重
要
文
化

財
の
「
本
ほ
ん
ま
ち町

太
鼓
台
」
も
巡
行
し

ま
す
。「
ど
ん
で
ん
ど
ん
」
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
墨
書
か
ら
、
天
保
９

（
１
８
３
８
）
年
に
作
り
直
し
た
も

の
と
わ
か
り
ま
す
。
方ほ
う
け
い形

の
屋
根

の
上
に
は
、
大
布
団
が
３
枚
重
ね

ら
れ
、
屋
根
の
下
の
欄
間
に
は
、

細
工
彫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
綾
浦
地
区
で
は

「
太た
ち
お
ど
り

刀
踊
」
が
御ご
り
ょ
う
し
ゃ

霊
社
に
、
紺
浦

地
区
で
は
「
唐か
ら
こ
お
ど
り

子
踊
」
が
疫や
く
神
社

他
３
カ
所
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。
い

ず
れ
も
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
る
伝
統
芸
能
で
す
。

　
「
太
刀
踊
」
は
大
太
鼓
役
１
人
、

男
役
2
人
、
女
役
2
人
の
計
５
人

の
児
童
と
囃は
や
し子

方
で
構
成
さ
れ
ま

　
祭
り
は
、
牛
窓
神
社
の
神
事
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
神
輿
が
巡
行

前
の
お
祓
い
を
受
け
た
後
、
神
社

を
出
発
し
町
内
の
21
カ
所
に
設
け

ら
れ
た
御お

旅た
び
し
ょ

所
を
巡
り
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
が
あ
る
地
区
（
紺
浦
、

綾
浦
、
中
浦
、
関
町
、
東
町
）
で

は
、
各
だ
ん
じ
り
が
、
町
内
を
勇

壮
に
巡
行
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
だ

ん
じ
り
は
、鹿か
し
の忍

神
社
の
祭
礼
（
同

月
第
２
日
曜
日
）
に
巡
行
す
る
鹿

忍
地
区
（
沖
、
東
、
大
向
）
の
だ

ん
じ
り
３
基
と
あ
わ
せ
て
、「
牛
窓

だ
ん
じ
り
（
８
基
）」
と
し
て
県
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
に
一
括
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
は
、
江
戸
時
代
末
期

か
ら
明
治
の
は
じ
め
に
か
け
て

造
ら
れ
た
も
の
で
、
漆
塗
り
の

御お
め
し
せ
ん

召
船
風
に
造
っ
た
東
町
の
御み
ふ
ね船

だ
ん
じ
り
以
外
は
素し
ら
き
づ
く
り

木
造
で
す
。

本町太鼓台（どんでんどん）本町太鼓台（どんでんどん）

瀬
戸
内
発
見
伝

巻
之
百
五
十

牛
窓
秋
祭
り

太刀踊

牛窓だんじり（関町だんじり）牛窓だんじり（関町だんじり）
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す
。
大
太
鼓
役
は
カ
ン
コ
（
小
太

鼓
）
を
打
ち
、
男
役
は
太
刀
、
女

役
は
薙な
ぎ
な
た刀
を
持
っ
て
カ
ン
コ
と
囃

子
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。
踊
り

の
前
に
は
男
役
、
女
役
も
楽
器
を

持
ち
、
な
ら
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
唐
子
踊
」
は
、
異
国
風
の
色

鮮
や
か
な
衣
装
を
着
た
男
児
2
人

が
、
カ
ン
コ
と
横
笛
、
囃
子
に
合

わ
せ
て
踊
り
ま
す
。
起
源
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時

代
末
期
に
は
踊
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
踊
り
を
奉

納
す
る
男
児
は
、
肩
車
で
移
動
す

る
な
ど
、
自
分
で
歩
い
て
移
動
し

な
い
と
い
う
し
き
た
り
が
あ
り
ま
す
。

唐子踊

　
10
月
第
４
日
曜
日
、
牛
窓
神
社

の
秋
の
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
牛

窓
秋
祭
り
と
総
称
さ
れ
る
こ
の
祭

り
で
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
執
り
行
わ
れ
、
牛
窓

は
に
ぎ
や
か
な
一
日
に
な
り
ま
す
。

健健康康 フフイイララ

10 月は 10 月は ピンクリボン月間（乳がん月間）ですです

視て
チェック

触って
チェック鏡の前で腕を高く上げます。

皮膚のひきつれやくぼみは
ありませんか？

　★気になる症状がある場合は、乳腺外科のある医療機関を受診してください。

①親指を除く指を軽くそろえ、指先の
　腹側で軽く圧迫しながらなでます。

②乳頭を軽くつまんでしぼります。

しこりや硬い部分はありませんか？
脇の下にグリグリしたもの
はありませんか？

乳頭から分泌物は出ませんか？

　乳がんは自分で発見できる唯一のがんです。月に１度は自己触診をしましょう。
≪月経終了後の１週間前後、閉経後は日を決めて行いましょう≫　　　健康づくり推進課　☎０８６９-２４ - ８０３１

乳がん検診 　今年度受診していない人は、この機会に集団検診または個別検診を利用して受診しましょう。
個別検診実施医療機関、予約方法などの詳細については、「健康づくりガイド」（Ｐ５、６）や
市のホームページをご覧ください。集団検診、個別検診ともに予約が必要です。

集団検診 個別検診

実施日・期間
令和５年 11 月３日（金・祝）

受付時間　9：30 ～ 11：00
瀬戸内市民病院：令和６年１月末まで
岡山市内の医療機関：令和５年 12 月末まで

実施場所 中央公民館（邑久） 受診を希望する医療機関

予約方法

申込受付開始日時　９月 28 日（木）8：30 ～

申込方法①：電話、ＦＡＸで申し込む

　健康づくり推進課へ電話（☎０８６９-２４ - ８０３１）

　またはＦＡＸ（☎０８６９-２４ - ８０８１）でお申し込みください。

申込方法②：インターネットで申し込む
　下記ＵＲＬもしくは二次元コードを
　読み込んでアクセスしてください。

　https://5fb78cac.viewer.kintoneapp.com/public/ がん検診予約一覧

受診を希望する医療機関に
直接電話予約をしてください。

健康づくり講演会「 乳がん予防」健康づくり講演会「 乳がん予防」～乳がんを予防、早期発見する方法～
　「乳がん」について、病気のことや乳がんの患者さんから体験談を聞く講演会を開催します。
　がんは２人に 1人がかかり、約３人に１人が亡くなる身近な病気です。乳がんは自分で発見できる数少ないが
んのひとつです。乳がんの病気のことから自己触診（セルフチェック）の方法などについて聞いてみませんか。
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腫れや赤みは
ありませんか？

乳頭がひっこんだり
湿疹ができたりして
いませんか？

問

■日時　10 月 27 日（金）午後２時～午後３時 30 分（受付開始：午後１時 30 分）
■場所　中央公民館（邑久）２階ホール　（手話通訳・要約筆記・ヒアリングループあり）
■講師　・高橋　侑子氏（岡山大学病院　乳腺・内分泌外科　助教）　
　　　　・寺岡　光子氏（乳がん患者会　アニマート　会長）
■定員　80 人
■申込期限　10 月 20 日（金）
■申込方法　電話またはＦＡＸ（名前と連絡先明記）で申し込みをしてください。
　　健康づくり推進課　☎ ０８６９-２４ - ８０３１
　　　　　　　　　　　FAX ０８６９ - ２４ - ８０８１
問申

子宮頸がん検診




